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田中大秀の顕彰会設立へ向けて長期目標を
立て、定期的な顕彰イベントを開催し、歴

史文化資源として知名度を上げていくという方向
性を考えているが市の見解は
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西 田　 稔
飛騨酪農農業協同組合の解散が決定する過
程で、市にはどのような相談・報告があり、

どのような支援策を検討したのか
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2023 年の内閣府の発表によると、生産年
齢人口の 2%、約 146 万人がひきこもり

状態にあるという。ひきこもりは短期間で解決で
きないため、継続的な伴走支援が可能な発展的支
援体制（ひきこもりサポート事業、支援ステーショ
ン、地域支援センター）が必要だが市の見解は
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電動車椅子やシルバーカーの利用者が増え
る中、せめて市役所や支所、駅周辺などの

主要施設や、福祉関係施設の周辺くらいは、安全
に走行できるようハード・ソフト両面にわたる配
慮を徹底すべきでは
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